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９
月
１
日
か
ら
茸
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
、
止
め
山
期
間
と
な
る
た
め
、

山
林
所
有
者
・
入
札
者
・
鑑
札
者

以
外
の
入
山
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
入
山
規
制
や
警
戒

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
入
山
禁
止
期
間

　
９
月
１
日
（
月
）
か
ら

　
　
11
月
14
日
（
金
）
ま
で

※
入
札
者
・
鑑
札
者
は
、
車
両
証

の
掲
示
及
び
腕
章
の
着
用
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
違
法
に
入
山
し
た
場
合
は
、
法

令
等
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

９
月
１
日
か
ら
の
止
め

山
期
間
に
つ
い
て

茸
山
入
札
会
の

お
知
ら
せ

　
村
有
林
に
係
る
茸
山
の
入
札
会

を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
村
有
林
日
影
山
・
大
満
沢
・
長

沢
別
荘
団
地
茸
山
入
札
会
】

■
入
札
日
時

　

　
8
月
29
日（
金
）午
前
10
時
か
ら

■
入
札
場
所

　

　
役
場
2
階
「
中
会
議
室
」

■
入
札
資
格

　

　
神
稲
地
区
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

※
当
日
出
席
出
来
な
い
方
は
封
書

に
よ
る
入
札
も
受
け
付
け
ま
す
。

飯
伊
森
林
組
合
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

【
河
野
区
・
堀
越
区
・
高
鳥
谷
神

社
林
・
村
有
林
大
入
山
茸
山
入
札

会
】

■
入
札
日
時

　

　
8
月
29
日（
金
）午
後
2
時
か
ら

■
入
札
場
所

　

　
堀
越
区
民
会
館

■
入
札
資
格

　

　
河
野
区
、
堀
越
区
在
住
者
に
限

り
ま
す
。

※
当
日
出
席
出
来
な
い
方
は
封
書

に
よ
る
入
札
も
受
け
付
け
ま
す
。

河
野
、
堀
越
の
各
区
長
さ
ん
、
も

し
く
は
飯
伊
森
林
組
合
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
虻
川
以
南
茸
山
入
札
会
】

■
入
札
日
時

　

　
8
月
31
日（
日
）
午
後
3
時
か
ら

■
入
札
場
所

　

　
壬
生
沢
福
島
集
落
拠
点
施
設

■
入
札
資
格

　
虻
川
以
南
（
伴
野
区
、
福
島
区
、

壬
生
沢
区
在
住
者
に
限
り
ま
す
。
）

※
当
日
出
席
出
来
な
い
方
は
封
書

に
よ
る
入
札
も
受
け
付
け
ま
す
。

伴
野
、
福
島
、
壬
生
沢
の
各
区
長

さ
ん
、
も
し
く
は
役
場
商
工
林
務

係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課

　
商
工
林
務
係
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秋
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動
を

実
施
し
ま
す

　
豊
丘
村
で
は
毎
年
、
秋
の
ご
み

ゼ
ロ
運
動
を
９
月
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日

　
９
月
28
日
（
日
）
朝
６
時
よ
り

　

小
雨
決
行

■
実
施
内
容

　

　
道
路
や
地
区
内
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
ご
み
の
収
集

■
実
施
区
域

　
区
長
さ
ん
、
自
治
会
長
さ
ん
の

指
示
区
域

　
自
治
会
未
加
入
の
方
は
、
自
宅

周
辺
の
ご
み
拾
い
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
参
集
範
囲

　
全
村
各
戸
１
名
、
小
中
学
生
の

皆
さ
ん

■
持
ち
物

　
空
き
袋
・
ご
み
バ
サ
ミ
・
軍
手

な
ど

■
分
別
方
法

　
可
燃
ご
み
（
廃
プ
ラ
含
む
）
、

不
燃
ご
み
（
埋
立
等
）、
金
物
類
、

び
ん
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
５
種

類
に
分
け
、
区
長
さ
ん
と
自
治
会

長
さ
ん
に
お
配
り
す
る
収
集
袋
へ

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
袋
に
入
ら
な

い
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
出
し
て
く

だ
さ
い
。
家
庭
内
の
ご
み
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ご
み
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

有
害
ご
み
収
集
に

つ
い
て

　
ス
ラ
イ
サ
ー
や
ピ
ー
ラ
ー
等
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
刃
物
の
複
合
品

も
新
た
に
有
害
ご
み
と
し
て
集
め

ま
す
。

【
有
害
ご
み

　
収
集
日
】

　
８
月
27
日
（
水
）

【
収
集
場
所
】

　
各
自
治
会
ご
み
収
集
庫

　
収
集
庫
に
設
置
し
た
コ
ン
テ

ナ
・
袋
に
種
類
ご
と
に
分
け
て
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

【
収
集
品
目
】

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
刃
物
の
複
合

品　
プ
ラ
製
カ
ミ
ソ
リ
・
プ
ラ
製
手

動
鉛
筆
削
り
・
ス
ラ
イ
サ
ー
・
ピ
ー

ラ
ー

●
使
い
捨
て
プ
ラ
製
ラ
イ
タ
ー

●
充
電
池
を
取
り
外
す
こ
と
が
で

き
な
い
小
型
家
電

　
電
子
タ
バ
コ
（
加
熱
式
た
ば

こ
）
・
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
・

シ
ェ
ー
バ
ー
・
充
電
式
ハ
ン
デ
ィ

フ
ァ
ン
・
電
動
歯
ブ
ラ
シ
等

●
乾
電
池

　
ア
ル
カ
リ
・
マ
ン
ガ
ン
・
リ
チ

ウ
ム
一
次
電
池
（
「
リ
チ
ウ
ム
」

や
「
Ｌ
ｉ
ｔ
ｈ
ｉ
ｕ
ｍ
」
の
文
字

表
示
の
み
・
Ｃ
Ｒ
・
Ｂ
Ｒ
・
Ｅ
Ｒ
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の
記
号
が
あ
る
も
の
）
・
コ
イ
ン

形
リ
チ
ウ
ム
電
池
（
Ｃ
Ｒ
・
Ｂ
Ｒ
）
、

ア
ル
カ
リ
ボ
タ
ン
電
池
（
Ｌ
Ｒ
）
、

ボ
タ
ン
形
酸
化
銀
電
池
（
Ｓ
Ｒ
）

●
蛍
光
管

●
水
銀
使
用
品

　
水
銀
式
体
温
計
、
水
銀
式
温
度

計
、
練
り
朱
肉

【
注
意
事
項
】

・
乾
電
池
を
持
ち
こ
む
た
め
に
入

れ
て
き
た
袋
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い
。

・
蛍
光
管
は
梱
包
箱
か
ら
出
し
、

梱
包
箱
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
割
れ
た
蛍
光
管
は
事
故

防
止
の
た
め
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ラ
イ
タ
ー
は
安
全
の
た
め
必
ず

ガ
ス
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

・
す
べ
て
が
金
属
製
の
カ
ミ
ソ
リ

は
金
物
類
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
電
池
が
取
り
外
せ
る
も
の
は
、

電
池
を
取
り
外
し
、
廃
家
電
（
10

月
５
日
・
中
平
商
店
）
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
白
熱
電
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
、

グ
ロ
ー
ラ
ン
プ
は
埋
立
ご
み
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

村
内
に
お
け
る
「
セ
ア
カ
ゴ

ケ
グ
モ
」
の
確
認
に
つ
い
て

　
外
来
生
物
法
に
基
づ
く
「
特
定

外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
豊
丘
村
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
で
セ
ア
カ

ゴ
ケ
グ
モ
が
確
認
さ
れ
る
の
は
今

回
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
今
回

発
見
さ
れ
た
も
の
は
駆
除
済
み
で

す
。

　
当
種
は
す
で
に
全
国
的
に
侵
入

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
青
森
県
を

除
く
46
都
道
府
県
で
確
認
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
物
資
輸
送
に
伴
う

県
内
で
の
発
見
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
毒
を
持
っ

て
お
り
、
素
手
で
捕
ま
え
た
り
、

触
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
攻
撃
性
は
低
く
、

誤
っ
て
触
ら
な
い
限
り
は
咬
ま
れ

る
こ
と
は
な
く
、
い
た
ず
ら
に
恐

れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
冷
静
な
対
応
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
発
見
し
た
場
合
の
対
応
】

　
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
と
思
わ
れ
る

個
体
を
発
見
し
た
ら
、
次
の
こ
と

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
攻
撃
性
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
触
る
と
咬
ま
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
素
手

で
捕
ま
え
た
り
、
触
ら
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
家
庭
用
殺
虫
剤
（
ピ
レ
ス
ロ
イ

ド
系
）
を
用
い
る
ほ
か
、
熱
湯
を

か
け
る
、
靴
で
踏
み
つ
ぶ
す
等
の

方
法
に
よ
り
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
南
信
州
地
域
振
興
局
環
境

課
（
電
話
５
３

−

０
４
３
４
）
へ

詳
細
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

建
設
環
境
課

　
環
境
係

☎
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９ 月は 「 認知症月間（ 世界アルツハイマー月間）」 です

～あなたの地域で　 認知症とともに　 いきいきと暮らす～

　 国際アルツ ハイ マー病協会（ ADI） は、 世界保健機関（ WHO） と 共同で毎年９ 月２１日を「 世界

アルツハイ マーデー」、 ９ 月を「 世界アルツ ハイ マー月間」 と 定めています。 また、 2024 年１ 月

に施行さ れた「 共生社会の実現を推進するための認知症基本法（ 認知症基本法）」 においても ９ 月

を「 認知症月間」、 ９ 月２１日を「 認知症の日」 と 定めています。

　 認知症は誰でも なる可能性のある脳の病気です。 認知症に関する正し い知識及び認知症の人に

関する正し い理解を深め、 全ての人が自分ら し く 生き るこ と ができる 共生社会の実現に向けて進

んでいきまし ょ う 。 　

認知症に関する相談窓口は・ ・ ・

◆豊丘村地域包括支援センタ ー　 　 ☎３５−９０６４　 まで
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猫の適正な飼養について　 お願い

豊丘村内で、 野良猫に関する 苦情・ お問合せが増えています。

苦情の多く は、 外に出ている 飼い猫や野良猫の糞尿被害、 野良猫の増加です。

猫に癒さ れる人がいる一方で猫に困っ ている人も います。

猫の生態や習性を 考え、 適正な飼養を お願いし ます。

　 　 　 　 野良猫にエサを あげている方へお願い

猫はと ても 繁殖力が高い動物です。「 かわいそう だから ・ ・ ・ 」 と 、 ただエサを あげる だけでは、 野良猫を 更に増

やし てし まいます。 春に生まれたメ スの子猫が、 その年の秋に出産と いう こ と も ・ ・ ・ 。

野良猫が増え、 エサを あげている 猫たち の糞尿で環境衛生が悪く なると 地域の問題にも 発展し ます。

エサを あげるのであれば、 適正な管理を お願いし ます。

●不妊去勢手術をし まし ょ う 。

「 かわいそう な猫」 は今エ サを あげて いる 猫で お

し ま い。「 かわいそう な猫」 を こ れ以上増やさ な

いために、 不妊去勢手術を し まし ょ う 。

【 村の猫の不妊去勢手術補助金】

手術費用の 3 0 ％　 上限 5 ,0 0 0 円

詳し く は環境係へお問い合わせく ださ い。

エサを あげている猫が子猫を 産んでし まっ たら ・ ・ ・ 里親になっ てく れる方を 探し まし ょ う 。

捨てるこ と は法律で禁止さ れています。（ １ 年以下の拘禁刑または１ ０ ０ 万円以下の罰金）

村の防災アプ リ や保健所のホームページに子猫の写真を 載せて里親になっ てく れる 方を 探すこ と ができ ま す。 載

せたから と いっ てすぐ には見つかり ません。 知人等にも 相談し てみまし ょ う 。

子猫の里親を 探すこ と は大変です。 こ れ以上「 かわいそう な猫」 を 増やさ ないためにも 、 エ サを やっ ている 猫た

ち の不妊去勢手術は必要です。

●ト イ レを設置し まし ょ う 。 　 　 　 　 　 　 　 ●エサを管理し まし ょ う 。

猫が決まっ た場所にト イ レ を する こ と で

近隣への糞尿被害が減り ます。

猫ト イ レ を 設置し 、 管理を し まし ょ う 。

※屋外に設置する場合

ホームセンタ ーなどで売っ ている

猫用ト イ レ 砂では固まっ てし ま

います。 環境係に保健所作成の

「 外ト イ レ の作り 方・ 設置の

ポイ ント 」 があり ます。

ご相談く ださ い。

エサは与える場所と 時間を 決めて

食べ終えたら 片づけまし ょ う 。

エサを 置き っ ぱなし にし て、 猫が好き な時間に食べにく

る 、『 置き エ サ』 は他所の猫を 呼び寄せてし ま い、 猫が

増える要因と なり ます。

『 置き エサ』 はやめまし ょ う 。

猫も ご 飯を 食べたいので、 時間を 決めて与え ていれば、

その時間に来るよ う になり ます。

ふやさ ない

よごさ ない かたづける

猫と 上手な
おつきあい

3 原則 !

も ら える 場所・ 時間に

食べに行く よ！
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お問合せ先　建設環境課　環境係　電話 35-9057

　 　 　 　 　 猫の飼い主の方へお願い　

●適切な管理で人に迷惑を及ぼさ ないよう にし まし ょ う 。

人も 猫も 楽し く 暮ら し ていける よう に管理ができ るのは、 飼い主さ んだけです。

屋内飼養でき ない場合には、 不妊去勢手術の実施やト イ レ を 設置する などし て、 近隣に迷惑が及ばないよ う に

し まし ょ う 。

●終生飼養

ペッ ト の命に責任を 持つのは飼い主です。 飼う なら 一生。 事情があっ て飼えなく なっ たら 、 責任を 持っ て新し

い飼い主を 探し まし ょ う 。 捨てる こ と は法律で禁止さ れています。（ １ 年以下の拘禁刑または１ ０ ０ 万円以下の

罰金）

　 　 　 　 　 　 猫の飼い方

　 　 　 　 　 　 　 　 昔と 今と では猫の飼い方も 変わっ てき ています。

●オスも メ スも 不妊去勢手術

今どき は、 1 回目の発情期前に不妊去勢手術。 発情期のスト レ スがなく なり 、 おだやかに暮ら せます。 病気の予

防にも なり 長生き に。 問題行動を 抑制する メ リ ッ ト も 。 予期せぬ繁殖で飼えない猫・ 野良猫を 増やさ ない。

【 村の猫の不妊去勢手術補助金】

手術費用の 3 0 ％　 上限 5 ,0 0 0 円　 詳し く は環境係へお問い合わせく ださ い。

●飼い主明示

今どき は、 首輪やマイ ク ロチッ プで飼い主がわかる・ 飼い猫と わかる よう に。

迷子になっ てし ま っ た時も 、 災害時で も 、 飼い主がわかる ・ 飼い猫である と いう こ と がわかる よ う になっ て、

飼い猫を 野良猫に「 し ない・ さ せない」。

村に飼い猫登録を し た方に、 首輪に付ける 迷子札を お渡し し ています。 ぜひご利用く ださ い。

●屋内飼養

今どき は、 上下運動ができ る 場所や、 安心し てく つろ げる 場所を 室内に用意し て、 猫にと っ て快適な室内環境

で完全室内飼養。 猫が外に逃げない対策を し て飼います。 ト イ レ は室内に設置し たト イ レ で、 オシッ コ やう ん

ちの様子から 健康管理も 。

病気を 他の猫から も ら っ てき たり 、 事故に遭っ たり 、 迷子になっ たり 、 ご近所の敷地を ト イ レ にし て迷惑になっ

たり 、 虐待にあっ たり せず、 安心・ 安全。

も し も の時のために、 みんなで考えよう ！

適正飼育を し て いても 、 人の長い人生でいつ不測の事態が起き る かわか

り ま せん。 困っ たと き・ 緊急時の預け先を 考えて おいたり 、 家族と 相談

し て おき ま し ょ う 。 猫のこ と を 話せる 人や場所を、 普段から 作っ て おき

まし ょ う 。

今どき の
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飯
伊
動
物
愛
護
会
で
は
、
猫
の

不
妊
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
妊
去
勢

手
術
に
よ
る
、
繁
殖
制
限
の
意
義

を
広
く
普
及
し
、
猫
の
適
正
な
飼

育
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
猫
の
繁
殖
制
限
補
助
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

　
飯
田
下
伊
那
地
域
に
居
住
す
る
、

飯
伊
動
物
愛
護
会
に
よ

る
猫
の
繁
殖
制
限
補
助

事
業
の
お
知
ら
せ

生
後
６
か
月
以
上
の
健
康
な
猫

（
地
域
猫
含
む
）
の
飼
養
者
。

※
市
町
村
等
の
他
の
助
成
を
受
け

て
い
る
方
は
除
外
。
村
の
補
助
金

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
補
助
額

　
３
，５
０
０
円

■
予
定
頭
数

　
　
50
頭

　
応
募
者
多
数
の
際
は
抽
選
と
し

ま
す
。

※
申
込
は
１
家
族
１
頭
の
み

■
補
助
条
件

①
飯
伊
動
物
愛
護
会
会
員
の
動
物

病
院
（
手
術
実
施
動
物
病
院
一
覧

の
病
院
）
で
令
和
７
年
７
月
１
日

（
火
）
～
令
和
７
年
11
月
30
日
（
日
）

ま
で
に
行
っ
た
不
妊
去
勢
手
術

②
飯
伊
動
物
愛
護
会
に
入
会
す
る

こ
と
（
一
時
会
費

　
１
，０
０
０

円
　
未
加
入
の
方
は
一
時
会
費
を

差
し
引
い
た
２
，５
０
０
円
の
補

助
と
な
り
ま
す
。
）

■
申
込
方
法

　
飯
伊
動
物
愛
護
会
会
員
の
動
物

病
院
に
設
置
し
て
あ
る
、
「
猫
の

繁
殖
制
限
補
助
事
業
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
飯
伊
動
物

愛
護
会
事
務
局
ま
で
郵
送
若
し
く

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
の
際
、
申
込
書
の
手

術
実
施
証
明
欄
に
獣
医
師
の
証
明

が
無
い
も
の
は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
書
提
出
期
限

令
和
７
年
12
月
16
日 

（
火
）
必
着

■
申
込
先
・
お
問
合
せ
先

〒
３
９
５

−

０
０
３
４

飯
田
市
追
手
町
２

−

６
７
８

長
野
県
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

（
保
健
所
）

　
食
品
・
生
活
衛
生
課

内　
飯
伊
動
物
愛
護
会
事
務
局

　
☎
５
３

−

０
４
４
６

建
設
環
境
課

　
環
境
係

☎
35

−

９
０
５
７

2 0 2 6 年度版の

県民手帳の予約受付について

≪購入希望者≫

■役場 総務係まで直接お申し 込みく ださ い。

　 　 　 　（ 隣組経由での注文は行いません）

■申込締切： ９ 月５ 日（ 金）

■お申し 込み先： 役場総務課総務係　

　 ☎ 35-3322（ 直通）

※県民手帳は、県内書店、コ ンビニ、ホームセンタ ー

等でも お求めいただけます。

猫の繁殖制限補助事業　 手術実施動物病院一覧

病院名 住所 電話

中山犬猫病院 豊丘村神稲 9 2 7 9 -1 3 4-2 1 99

新井動物病院 高森町下市田 28 9 0 -6 3 5-6 2 77

市田駅前どう ぶつ病院 高森町下市田 20 6 5 -2 3 5-1 2 99

串原動物病院 高森町下市田 43 7 2 5 3-3 4 69

いいだ動物病院　 いがら 飯田市中村 3 9 2 -1 3 2-1 3 15

いいだ動物病院　 かなえ 飯田市鼎名古熊 2 6 1 5 -4 5 3-4 6 62

佐々木動物病院 飯田市鼎中平 25 4 2 -5 2 3-1 1 37

清水獣医科病院 飯田市鼎名古熊 2 4 7 8 2 2-0 9 27

すきがら 動物病院 飯田市松尾上溝 3 4 3 0 5 3-9 9 92

鳥居動物病院 飯田市大瀬木 18 1 -1 3 2-1 1 22

ト ロッ コ 動物病院 飯田市上郷黒田 1 0 1 1 -1 2 4-1 0 65

松村動物病院 飯田市上郷飯沼 1 6 0 1 -1 2 2-4 6 45
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「
令
和
７
年
国
勢
調

査
」
が
行
わ
れ
ま
す

９
月
以
降
、
調
査
員
さ
ん

が
豊
丘
村
の
全
世
帯
を
ま
わ
り
、

調
査
票
を
配
布
予
定
で
す
。

国
勢
調
査
の
対
象
と
な
る

方
は
、
住
民
票
な
ど
の
届
出
に

関
係
な
く
、
令
和
７
年
10
月
1

日
現
在
、
調
査
区
内
に
ふ
だ
ん

住
ん
で
い
る
人
す
べ
て
で
す
。

世
帯
ご
と
に
調
査
し
ま
す
。

外
国
人
も
調
査
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

調
査
員
さ
ん
は
、
自
治
会

の
統
計
係
の
方
に
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
調
査
員
さ
ん

が
訪
問
し
た
際
に
は
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
回
答
の
際
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
で
す
と
簡

単
で
便
利
で
、
な
お
か
つ
調
査

員
さ
ん
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま

す
。

議
会
事
務
局

☎
35

−

９
０
６
３



こ のよう な場合には、 枝払いを お願いし ます
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道
路
や
歩
道
へ
庭
木
等
の
枝
の
張
り

出
し
や
樹
木
の
倒
木
に
よ
り
、
歩
行
者

や
自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
者
お
よ
び
自
動

車
等
の
通
行
や
、
強
風
・
大
雨
・
積
雪

時
の
安
全
確
保
の
た
め
、
庭
木
等
の
管

理
・
剪
定
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
庭
木
等
の
張
り
出
し
が
原
因
で
歩
行

者
や
自
動
車
等
に
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
庭
木
等
の
所
有
者
が
責
任
を
問

わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
民
法
第

７
１
７
条
お
よ
び
道
路
法
第
43
条
）

　
次
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
土
地

の
所
有
者
の
方
は
、
庭
木
等
の
伐
採
ま

た
は
枝
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
道
路
、
歩
道
へ
樹
木
が
張
り
出
し
て

い
る

・
枯
れ
枝
、
折
れ
枝
な
ど
に
よ
る
通
行

へ
の
障
害
が
あ
る
、
ま
た
は
そ
の
恐
れ

が
あ
る

・
庭
木
等
の
繁
茂
に
よ
る
通
行
障
害
が

あ
る
、
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る

・
庭
木
等
の
繁
茂
に
よ
り
見
通
し
が
悪

い　
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
通
行
車
両
や

自
転
車
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
、
樹

木
か
ら
の
転
落
防
止
等
に
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

道
路
沿
い
の
庭
木
等
の

所
有
者
に
お
願
い

お問い合わせ： 建設環境課　土木係　☎３５−９０５４

【
一
般
事
務
職
員
】

■
業
務
内
容

　
村
の
一
般
行
政
業
務

■
受
験
資
格

①
高
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を

有
す
る
者
（
令
和
８
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
者
も
含
む
）

②
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
の
出

生
者
で
、
普
通
運
転
免
許
証
を
取

得
（
取
得
見
込
み
の
者
も
含
む
）

し
、
身
体
健
康
な
者

■
採
用
時
期
及
び
予
定
人
数

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
、
豊
丘

村
正
規
職
員
と
し
て
若
干
名

【
正
規
保
育
士
】

■
業
務
内
容

　
豊
丘
村
保
育
園
等
の
保
育
業
務

■
受
験
資
格

①
保
育
士
免
許
及
び
幼
稚
園
教
諭

免
許
の
あ
る
者
（
令
和
８
年
３
月

取
得
見
込
み
の
者
も
含
む
）

②
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
の
出

生
者
で
、
普
通
運
転
免
許
証
を
取

得
（
取
得
見
込
み
の
者
も
含
む
）

し
、
身
体
健
康
な
者

■
採
用
時
期
及
び
予
定
人
数

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
、
豊
丘

村
正
規
保
育
士
と
し
て
若
干
名

令
和
８
年
４
月
１
日
付
採
用
の

豊
丘
村
一
般
事
務
職
員
・
保
育
士
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
期
間

７
月
31
日
（
木
）
～

　
９
月
25
日
（
木
）

　
午
後
５
時
ま
で

■
応
募
方
法

　
募
集
期
間
内
に
、
下
記
の
書
類

を
豊
丘
村
役
場
総
務
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
申
込
書
（
総
務
課
カ
ウ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
、
豊
丘
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。
）

・
運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
（
取
得

見
込
み
の
者
は
、
試
験
申
込
書
に

そ
の
旨
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
）

・
保
育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
の
資

格
証
明
書
の
コ
ピ
ー
（
取
得
見
込

み
の
者
は
、
試
験
申
込
書
に
そ
の

旨
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。）

郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
。

（
期
限
必
着
）

■
選
考
方
法

・
第
１
次
試
験

10
月
６
日
（
月
）
～

　
10
月
20
日
（
月
）
ま
で

期
間
の
内
い
ず
れ
か
１
日
を
受
験

者
が
選
択
。

W
eb

テ
ス
ト
形
式
に
て
、
次
の

（ 9） 広報と よ おか　 R7.8.18

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

性
格
検
査
、
能
力
試
験
。

・
第
２
次
試
験

第
１
次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
、

作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
実
習
試

験
（
保
育
士
の
み
）を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ

豊
丘
村
役
場

　
総
務
課

　
総
務
係

電
話

　
３
５

−

３
３
２
２
（
直
通
）

電
子
メ
ー
ル

som
u
@

v
ill.n

ag
an

o
-toy

ook
a.lg

.jp

　
村
で
は
、
９
月
７
日
（
日
）
に

南
海
ト
ラ
フ
地
震
（
海
溝
型
地
震
）

を
想
定
と
し
た
訓
練
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

想
定
：
９
月
７
日
午
前
８
時

　
　
　
震
度
６
弱
の
地
震
発
生

①
避
難
指
示
訓
練

　
同
時
刻
に
同
報
無
線
・
防
災
行

政
ア
プ
リ
に
よ
り
、
避
難
指
示
の

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
放
送
は
サ
イ
レ
ン
放
送
で

あ
る
た
め
、
大
き
な
音
量
で
放
送

９
月
７
日
（
日
）
に
豊
丘

村
総
合
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
す

さ
れ
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。

②
情
報
伝
達
収
集
・
避
難
訓
練

　
各
住
民
の
皆
さ
ま
は
、
各
自
治

会
、
隣
組
内
で
定
め
る
一
時
避
難

場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
（
訓

練
）。

※
事
前
に
自
治
会
内
、
隣
組
内
で

訓
練
内
容
を
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　
続
い
て
、
避
難
し
た
状
況
に
つ

い
て
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
各
家
庭
で
は

９
月
７
日
午
前
８
時
の
避
難
指
示

を
う
け
避
難
開
始
。
各
自
治
会
内

の
一
次
避
難
場
所
へ
避
難
し
た
後
、

隣
組
長
へ
そ
の
状
況
を
報
告
。

▼
隣
組
で
は

隣
組
内
の
各
世
帯
の
避
難
状
況
を

確
認
し
、
そ
の
状
況
を
自
治
会
長

へ
報
告
。

▼
自
治
会
で
は

自
治
会
内
の
避
難
状
況
や
、
避
難

場
所
を
確
認
し
、
そ
の
状
況
を
区

長
（
地
区
委
員
長
）
へ
報
告
。

▼
区
で
は

区
内
の
避
難
状
況
や
、
避
難
場
所

を
確
認
し
、
災
害
対
策
本
部
（
役

場
）
へ
状
況
を
報
告
。
ま
た
、
設

定
し
た
避
難
所
設
置
状
況
を
防
災

行
政
無
線
の
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
機

能
に
よ
り
報
告
。

③
災
害
備
蓄
品
（
非
常
食
）
運
搬

訓
練
（
役
場
・
消
防
団
・
区
）

　
午
前
８
時
45
分
を
目
途
に
、
各

区
へ
の
災
害
備
蓄
品
の
運
搬
訓
練

を
行
い
ま
す
。
運
搬
は
役
場
職
員

と
消
防
団
で
行
い
ま
す
。

④
そ
の
他
日
程

▼
自
治
会
ご
と
独
自
訓
練

・
避
難
行
動
要
支
援
者
確
認
訓
練

・
炊
き
出
し
訓
練

・
６
時
～
８
時

　
講
義
・
消
火
訓

練
　
等

▼
消
防
団

　
水
出
し
訓
練

▼
試
験
を
兼
ね
た
、
各
区
に
お
け

る
防
災
訓
練
終
了
の
放
送

訓
練
の
中
止
に
つ
い
て

　
次
の
事
例
が
発
生
し
た
時
、
訓

練
の
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
総
合

的
に
判
断
し
た
場
合
は
中
止
と
し

ま
す
。
な
お
、
中
止
の
放
送
は
６

時
45
分
に
行
い
ま
す
。

・
訓
練
当
日
に
豊
丘
村
に
大
雨
、

暴
風
、
洪
水
の
各
警
報
の
い
ず
れ

か
が
発
表
さ
れ
た
場
合
。

・
震
度
4
以
上
の
地
震
が
発
生
し

た
場
合
。

・
そ
の
他
、
訓
練
の
実
施
が
困
難

と
な
る
事
件
、
事
故
等
が
発
生
し

た
場
合
。総

務
課

　
総
務
係

☎
35

−

３
３
２
２

令和 8 年度　 保育園入園説明会のお知らせ

子ども 課　 子育て支援係　 ☎３ ５ − ９ ０ ７ ８ ・ 保育園係　 ☎３ ５ − ４ ９ ５ ３

　 令和８ 年度、 新規で保育園入園を希望する年少児、 未満児の保護者の皆様を対象に、 入園説明

会を行います。

■日　 時　 10 月 23 日（ 木）　 午前 10 時～ 11 時

■場　 所　 役場２ 階　 中会議室

■持ち物　 筆記用具

■その他　 当日は保健センタ ー２ 階に託児を設けますので

　 　 　 　 　 ご利用く ださ い



第３６ 回と よおかまつり 　花火協賛のお願い

　 地域の皆様方のあたたかいご支援により 、 と よおかまつり は今年で 3 6 回目を迎えるこ と と な

り まし た。 こ れも 、 日頃より 応援をいただいている皆様のお力添えの賜物と 、 心より 感謝申し 上

げます。

　 さ て、 と よおかまつり 実行委員会では、 今年も 「 音楽花火」 を下記のと おり 計画し ています。

村制施行 7 0 周年を迎えた本年、 と よおかまつり がこ れまで以上に盛大なも のになり ますよう 、

ご賛同いただける事業者様、 個人・ 団体の皆様の協賛金を募集いたし ます。

　 1 . と 　 き 　 令和７ 年 1 1 月８ 日（ 土）　 午後６ 時頃から 1 0 分程度

　 　 　 　 　 　 　 ※ 現時点での予定と なり ますので、 時間が前後する場合があり ます。

　 2 . 場　 所　 豊丘村役場西側 天竜川堤防

　 お申込・ ご入金方法の詳細については、 村ホームページをご覧いただく か、 役場総務課企画財

政係までお問い合わせく ださ い。

と よおかまつり 実行委員会事務局（ 総務課企画財政係内）　 ☎３ ５ − ３ ３ ２ ２

■打上花火へのご協賛

★協賛金は事業者： 3 ,0 0 0 円、 個人・ 団体： 1 ,0 0 0 円から 承り ます。

★番付表にお名前を 掲載さ せていただき、 村内各戸へ配布する と と も に、 村ホームページ

へ掲載し 、 当日は会場に番付表を掲示いたし ます。

★希望さ れる 方は、 １ 人（ １ 団体） につき ２ ０ 文字を 目安に番付表にメ ッ セージも 掲載さ

せていただきます。

ど なた様でも ご協賛いただけます！

広報と よおか　 R7.8.18（ 10）

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
要
件
に
該
当
す
る
方
お
一

人
へ
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

○
特
別
弔
慰
金

額
面
27
万
５
千
円
（
５
年
償
還
の

記
名
国
債
）

○
請
求
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日

　
～
令
和
10
年
３
月
31
日

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
請
求
・
お
問
合
せ
窓
口

　
豊
丘
村
役
場
健
康
福
祉
課
福
祉

係☎
３
５

−

９
０
６
０
（
係
直
通
）

※
審
査
に
は
１
年
程
度
の
時
間
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
（
第

十
二
回
特
別
弔
慰
金
）

の
支
給
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課

　
福
祉
係

☎
35

−

９
０
６
０

健康福祉課保健衛生係

　　☎３５－９０６ 1

健康

（ 11） 広報と よおか　 R7.8.18

9 月 2 1 日は

世界アルツハイ マーデー

認知症を理解し よう

　 認知症っ てなんだろ う

　 認知症は、 さ まざまな原因で脳の細胞が死んでし まっ たり 、 働き が悪く なる

ために起こ る 脳の病気です。 も の忘れがひどく なっ たり 、 でき ていたこ と がで

き なく なり 、 それまでのよ う な生活が送れなく なる こ と も あり ます。

　 85 歳以上の 40％の方に認知症の症状がある と 言われており 、 決し て特別な

病気ではあり ません。

　 また、 若く ても 発症する こ と も あり ます。（ 若年性認知症）

　 認知症の人の気持ちを理解する

「 認知症の本人に自覚がない」 は大き な間違い
　 認知症の症状に最初に気づく のは本人です。

　 も の忘れによ る 失敗や、 今ま ででき た仕事や家事がう まく 行かない等の出来事が次第に

多く なり 、 誰より も 早く 本人が「 おかし い」 と 感じ 始めます。

認知症の人は何も わから ないのではあり ません。
　 誰より も いちばん心配なのも 、 苦し いのも 、 悲し いのも 本人です。

　「 私はも の忘れてなんかない」 と いう 態度や言動は、 やり 場のない怒り や不安が隠さ れた悲し みの表現である こ

と も あり ます。

　 早期発見が大切です

　 認知症は時間と と も に進行する 病気です。

　 発症し てから すぐ に適切な対処を すれば、 ご本人ら し い生活を 長く 保つこ と ができ ます。

　 　 ―早期発見によ る 3 つのメ リ ッ ト ―

　 　 　 　 メ リ ッ ト 1　 早期発見で改善も 期待でき る

　 　 　 　 メ リ ッ ト 2　 進行を 遅ら せるこ と ができ る

　 　 　 　 メ リ ッ ト 3　 今後のさ まざまな準備ができ る

　「 自分が認知症かも し れない」 と いう 不安はと ても 大き いため、 周囲が受診を 勧めても 、 本人がかたく なに拒む

こ と も あり ます。 まずはかかり つけ医に相談し まし ょ う 。

中核症状

脳の細胞が壊れるこ と で直接起こ る 症状

行動心理症状

性格や環境、 心の状態によっ て出る症状

〇覚えら れない、 忘れてし まう 〇自信を 失いすべてが面倒になる

〇時間、 月日、 場所がわから なく なる 〇将来への望みを 失い、 う つ状態になる

〇計画を 立てら れない 〇不安がっ たり イ ラ イ ラ し たり する

〇考えるスピ ード が遅く なる 〇も の盗ら れなどの妄想が起こ る



子ども 課

　 　 子育て支援係

　 　 　 　 湯澤・ 仲宗根

　 　 　   （ ☎ ３５ －９０７８ ）

広報と よおか　 R7.8.18（ 12）

こんにちは
農業委員会事務局（ 産業振興課　 農政係　 ☎ 35-9056）

●老後生活は、 国民年金だけでは足り ません！ご夫婦そろっての加入、後継者の加入が大切です！
●貯金も 必要ですが、 使えば減ってしまいます。 年金は使っても３ ヶ月後には振り 込んでく れます。
　 今、 少しだけやりく りして、 加入してみてはいかがでしょ う か。
●農業者年金に加入すると、 国民年金の付加年金が強制加入と なり ますが、 受給し 始めると ２ 年で元が取れ、 その後

終身でもらえます。
納付額（ 月額） 4 0 0 円（ 年額） 4 ,8 0 0 円　 　 　 　 給付額（ 年額） 2 0 0 円×付加年金を納めた月数
例） 10 年加入した場合・ ・ ・ 納付額（ 合計） 4 ,8 0 0 円×10 年＝ 4 8 ,0 0 0 円　 　 　 2 年で納付し た合計額に
　 　（ 12 0 ヶ月）　 　 　 　 　 　  給付額（ 年額） 2 0 0 円×12 0 ヶ月＝ 2 4 ,0 0 0 円 　 　 見合う 金額を受け取れる

農業者年金に加入し ませんか？

（ 13） 広報と よおか　 R7.8.18

◆農地パト ロールを行いました
　 農業委員会では、 今年も 「 農地パト ロ ール」（ 農地の利用状況調査） を 行いまし た。 農業委員と 農地

利用最適化推進委員あわせて 19 名が６ 班に分かれて村内を 巡回し 、 遊休農地の確認のほか、 農地転用

許可後の状況や違反転用等の確認を行いまし た。

　 こ の巡回の結果によ り 、 遊休農地である と 判断し た農地所有者の皆様には、 今後の農地利用について

の意向調査書を お送り さ せていただき ますので、 ご協力を お願いし ます。

◆スト ップ！！違反転用　 ～農地の転用には許可が必要です～
　 農地を農地（ 耕作） 以外の用途に転用する場合は、 事前に農地法の許可申請や届出が必要です。 農地

を 許可なく 農地（ 耕作） 以外の用途で使用し た場合は「 違反転用」 と なるおそれがあり ますのでご注意

く ださ い。

農地転用と は

　 農地に住宅や倉庫を 建築する、 駐車場や資材置場と し て使用する など、 農地を 耕作以外の目的で使用

する こ と を「 農地転用」 と 言い、 許可を 受ける こ と が必要です。 こ れを 一般に「 農地転用申請」「 農地

転用許可」 と 言います。 基礎がない倉庫や舗装を し ない駐車場であっ ても 転用にあたり ます。

　 また、 一時的に転用する場合や農地の一部のみを転用する場合も 許可申請が必要です。

違反転用に対する罰則

　 許可なく 農地転用を行い、 農地法に違反し た場合は、 以下のよう に厳し く 罰せら れます。

（ 1） 農地等の権利取得の効力が生じ ない　（ 2） 原状回復その他の違反行為の是正措置を 命じ ら れる

（ 3） 懲役または罰金が科せら れる

農地転用を する ためには

　 農地を 転用する 場合は、 原則と し て県知事の許可を 受けなければなり ません。 許可を 受ける 場合は、

農業委員会を 通し て許可申請が必要です。 転用する 場所や事業内容によ っ て、 許可基準およ び申請書類

が異なり ますので、 あら かじ め農業委員会へご相談く ださ い。

　 許可申請書の受付は、 毎月 15 日が締め切り です。



村
内
各
地
区
で
は
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
伴
野
区
の
第
37
回

「
夏
の
夜
祭
り
」
が
７
月
26
日
に
伴
野
な
し
っ
こ
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
開
会
式
を
前
に
天
候
が
悪
化
し
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
次
第
に
天
気
が

回
復
し
、
予
定
よ
り
遅
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

祭
り
で
は
、
６
つ
の
団
体
に
よ
る
芸
能
発
表
や
、
商
工
会
な
ど
に
よ
る
出
店
が
行

わ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
生
ビ
ー
ル
の
無
料
提
供
が

今
年
も
行
わ
れ
大
勢
の
皆
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
祭
り
の
途
中
で
は
今
年
も
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
と
い
う
事
で
す
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、

模
擬
訓
練
が
７
月
20
日
に
林
原
木
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
約

30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
村
と
豊
丘
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

計
画
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
ま
ず
、
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
で
、
誰
で
も
な
る

可
能
性
が
あ
る
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
住
民
参
加
の

寸
劇
も
あ
り
、
心
配
な
高
齢
者
等
を
見
か
け
た
時
の
声
か
け
ポ
イ
ン
ト
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
声
か
け
訓
練
で
は
、
養
成
講
座
の
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
、
認
知

症
役
に
丁
寧
に
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
訓
練
で
は
下
伊
那
厚
生
病
院
の
谷

川
認
知
症
認
定
看
護
師
や
、
豊
丘
村
警
察
官
駐
在
所
深
水
巡
査
部
長
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
、
「
認
知
症
の
家
族
へ
の
対
応
方

法
の
参
考
に
な
っ
た
」
「
訓
練
し
て
お
く
こ
と
で
必
要
時
に
対
応
で
き
る
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
来
年
度
も
別
地
区
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

│ 

７
月
の
出
来
事 

│

認知症への理解を深め対応を 学ぶ

高齢者等見守り ネッ ト ワーク 模擬訓練

大勢の区民で賑っ た

第３ ７ 回伴野地区夏の夜祭り

広報と よおか　 R7.8.18（ 14）

小
中
高 

夏
の
大
会
優
秀
者
へ

村
が
激
励
会
を
開
催

村
で
は
、
こ
の
夏
に
行
わ
れ
た
各
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
納
め
、
次
の
大
会
へ
進

む
選
手
に
対
し
て
、
激
励
会
を
開
催
し
活

躍
を
祈
念
し
ま
し
た
。

会
に
は
陸
上
、
水
泳
、
テ
ニ
ス
、
相
撲
、

ラ
グ
ビ
ー
の
大
会
に
出
場
す
る
学
生
10
名

が
出
席
し
、
村
長
や
関
係
者
が
出
迎
え
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
の
山

本
博
先
生
と
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
小
早
川

毅
彦
さ
ん
が
応
援
に
駆
け
付
け
、
選
手
た

ち
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
皆
さ
ん
の
応
援
の
言
葉
を
胸

に
各
大
会
へ
望
み
ま
し
た
。

元
プ
ロ
野
球
選
手 
小
早
川
毅
彦
さ
ん

第
３
回
と
よ
お
か
元
気
塾

第
３
回
と
よ
お
か
元
気
塾
が
７
月
19
日

に
開
か
れ
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
小
早
川

毅
彦
さ
ん
に
よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
と
よ
お
か
元
気
塾
は
五
輪
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
メ
ダ
リ
ス
ト
で
豊
丘
村
ふ
る
さ

と
応
援
大
使
の
山
本
博
さ
ん
が
、
日
本
一

健
康
で
元
気
な
豊
丘
村
を
目
指
し
て
親
交

の
あ
る
著
名
人
を
招
き
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。講

師
の
小
早
川
毅
彦
さ
ん
は
元
プ
ロ
野

球
選
手
で
野
球
解
説
者
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
お
り
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
心
豊
か
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
の
野
球
人
生
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
山
本
博
さ
ん
は
「
元
気
に
生
き

る
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
力
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
、
参
加
者
へ
元
気
を
届
け
ま
し

た
。

芸
能
発
表
を
楽
し
む

豊
丘
村
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会

豊
丘
村
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
芸
能
大
会
が

７
月
12
日
に
ゆ
め
あ
る
て
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
地
元
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
歌
や
踊
り

な
ど
の
芸
能
発
表
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
は
岐
阜
県
出
身
の
黒
田
征
治
さ

ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
大
い
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
北

小
お
囃
子
子
ど
も
会
が
元
気
に
演
奏
を
披

露
し
開
催
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
し
て
１
部
で
は
地
元
グ
ル
ー
プ
な
ど

10
の
発
表
が
あ
り
、
皆
さ
ん
は
お
弁
当
を

い
た
だ
き
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
、

発
表
が
終
わ
る
ご
と
に
拍
手
や
お
ひ
ね
り

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
第
２
部
の
歌
謡
シ
ョ
ー
は
約
90
分

間
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

い
き
い
き
楽
農
塾
が
招
待

保
育
園
年
長
児
じ
ゃ
が
い
も
収
穫
体
験

村
内
３
園
の
年
長
園
児
た
ち
が
、
い
き

い
き
楽
農
塾
が
管
理
す
る
河
野
に
あ
る
畑

で
７
月
18
日
に
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
体
験

を
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
は
い
き
い
き
楽
農
塾
が
子
ど

も
た
ち
に
収
穫
の
喜
び
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
今
回
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

園
児
た
ち
は
手
で
土
を
掘
り
、
じ
ゃ
が

い
も
が
顔
を
出
す
と
大
き
な
声
を
出
し
て

喜
び
、
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
園
児
た
ち
が
掘
っ
た
じ
ゃ
が
い
も

は
家
へ
持
ち
帰
っ
た
り
、
給
食
で
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
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夏
本
番
を
迎
え
た
豊
丘
村
で
７

月
末
に
２
組
の
ご
家
族
が
ポ
ッ
ト

ホ
ー
ル
ツ
ア
ー
を
体
験
さ
れ
ま
し

た
。

　
関
東
か
ら
お
越
し
の
３
名
様
の

ご
家
族
と
、
伊
那
か
ら
お
越
し
の

４
名
様
の
ご
家
族
を
ポ
ッ
ト
ホ
ー

ル
へ
ご
案
内
し
ま
し
た
。

ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
ツ
ア
ー

開
催

～
桃
狩
り
と
食
べ
放
題
～

大
盛
況
に
て
終
了
し
ま
し
た

ベ
ジ
フ
ル
キ
ッ
チ
ン

日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協

会
認
定
レ
ス
ト
ラ
ン
に

な
り
ま
し
た

　
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
清
流
で

ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
間
近
で
ご
覧
い

た
だ
き
、
す
ぐ
下
で
川
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
た
。
２
人
の
小
学
生
の

お
子
様
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
し
、
水
深
の
深
い
場
所
へ
飛

び
込
ん
だ
り
、
川
魚
を
ゴ
ー
グ
ル

で
探
し
た
り
と
安
全
に
配
慮
し
な

が
ら
ツ
ア
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
は
大
変
満
足
し
た

様
子
で
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
今
回
は
２
組
と
も
日
帰
り
で
の

ツ
ア
ー
で
し
た
が
、
１
泊
２
日
の

ツ
ア
ー
も
ご
予
約
可
能
で
す
。
料

金
や
ご
希
望
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
相

談
下
さ
い
。

　
詳
細
お
よ
び
お
申
込
は
、
と
よ

お
か
旅
時
間
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
７
月
５
日
（
土
）
か
ら
始
ま
っ

た
桃
狩
り
は
、
今
年
も
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
夏
前
の
適
度
な
雨
と
日
照
時
間

に
よ
っ
て
、
例
年
よ
り
大
き
く
て

甘
い
桃
が
で
き
ま
し
た
。
桃
の
食

べ
放
題
を
楽
し
ま
れ
た
お
客
様

　

か
ら
は
、「
い
つ
も
の
桃
よ
り
も

美
味
し
い
」
「
と
て
も
甘
い
」
と

大
変
好
評
で
し
た
。

　
桃
狩
り
に
訪
れ
た
お
客
様
は
、

た
く
さ
ん
あ
る
桃
の
中
か
ら
ど
れ

を
狩
り
取
り
し
よ
う
か
迷
い
な
が

ら
も
、
農
家
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
美
味
し
そ
う
な
桃
を
見
つ
け

て
、収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
桃
狩
り
と
食
べ
放
題

は
昨
年
よ
り
も
多
く
の
お
客
様
に

ご
来
村
頂
き
、
大
盛
況
に
て
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

　
日
頃
よ
り
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て

い
る
お
客
様
、
関
係
農
家
様
の
お

力
添
え
に
よ
り
、
こ
の
度
ベ
ジ
フ

ル
キ
ッ
チ
ン
は 

全
国
の
野
菜
が

お
い
し
い
注
目
の
レ
ス
ト
ラ
ン

『
日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
認
定

レ
ス
ト
ラ
ン
』
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
併
せ
て
、
ソ
ム
リ
エ
協

会
が
開
催
し
て
い
る
野
菜
の
日
特

別
企
画
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
８

月
31
日
ま
で
の
期
間
限
定
で
ベ
ジ

フ
ル
キ
ッ
チ
ン
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー

「
ア
レ
ン
ジ
自
由
！
野
菜
た
っ
ぷ

り
ピ
タ
サ
ン
ド
」
を
ご
提
供
い
た

し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

【
野
菜
の
日
フ
ェ
ア
と
は
？
】

　
８
月
30
日
、
31
日
の
２
日
間
は

ベ
ジ
フ
ル
キ
ッ
チ
ン
独
自
の
『
野

菜
（
８
３
１
）
の
日
フ
ェ
ア
』
と

し
て
、
い
つ
も
以
上
に
野
菜
た
っ

ぷ
り
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意

い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
は
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
ぜ
ひ
多
く
の
お
客
様
の
ご
来
店

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

企画詳細はこ ちら
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南
信
農
業
試
験
場

一
般
公
開

　
南
信
農
業
試
験
場
で
は
、
な
し

や
市
田
柿
の
新
品
種
・
新
技
術
の

研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

日
頃
の
研
究
内
容
や
業
務
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
下
記
の
日
程
で
試
験
場
一
般

公
開
を
行
い
ま
す
。
日
本
な
し
新

品
種
「
天
空
の
し
ず
く
」
の
試
食

を
は
じ
め
、
新
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
く
だ
も
の
収
穫
体
験
（
高
校
生

以
下
・
先
着
25
名
×
２
回
・
無
料
）
」

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
９
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
00

分
～
午
後
１
時
00
分
（
雨
天
決
行
）

■
場
所

長
野
県
南
信
農
業
試
験
場
（
下
伊

那
郡
高
森
町
下
市
田
２
４
７
６
）

■
内
容

・
日
本
な
し
新
品
種
「
天
空
の
し

ず
く
」
や
市
田
柿
の
試
食

・
な
し
等
の
果
物
の
販
売

・
子
供
も
楽
し
め
る
果
樹
園
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
、
く
だ
も
の
釣
り

・
農
業
大
学
校
Ｐ
Ｒ
、
日
本
な
し

産
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｐ
Ｒ

・
新
イ
ベ
ン
ト
「
く
だ
も
の
収
穫

体
験
」

　
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

☎
０
２
６
５

−

３
５

−

２
２
４
０

（
担
当

　
佐
藤
）

■
そ
の
他

（
１
）
昨
年
よ
り
駐
車
場
が
変
更

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
車
で
お

越
し
の
際
は
、
試
験
場
の
隣
に
あ

る
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
様
の
市
田
柿

工
房
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

（
２
）
な
し
等
を
購
入
さ
れ
る
方

は
、
受
付
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た

長
野
県
南
信
農
業
試
験
場

め
１
０
０
０
円
札
・
１
０
０
円
玉

等
小
銭
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

（
３
）
熱
中
症
対
策
に
飲
み
物
や

日
傘
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

伊
那
ぶ
ん
ぶ
ん
寄
席
を

2
年
ぶ
り
に
開
催
！

　
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
伊
那

ぶ
ん
ぶ
ん
寄
席
。
数
々
の
受
賞
歴

が
あ
り
２
０
２
４
年
に
落
語
協
会

会
長
に
就
任
し
た
実
力
派
・
柳
家

さ
ん
喬
と
、柳
家
一
門
の
注
目
株
・

柳
家
喬
太
郎
の
競
演
で
す
。

■
日
時

　
９
月
13
日
（
土
）

　
開
演
13
：

00
（
開
場
12
：

30
）

■
会
場

　
長
野
県
伊
那
文
化
会
館 

小

伊
那
文
化
会
館

ホ
ー
ル

■
料
金

　
全
席
指
定
３
，５
０
０
円

※
未
就
学
児
入
場
不
可

■
問
合
せ
先

長
野
県
伊
那
文
化
会
館

☎
０
２
６
５

−

７
３

−

８
８
２
２

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
な
ど
は
、
長

野
県
伊
那
文
化
会
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ

く
優
生
手
術
等
を
受
け

た
方
等
に
対
す
る
補
償

金
等
を
支
給
し
ま
す

　
請
求
に
関
す
る
受
付
・
相
談
を

県
の
専
用
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
弁
護
士
が
無
料
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談

窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
支
給
対
象

　
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
優
生
手

術
・
人
工
妊
娠
中
絶
な
ど
を
受
け

た
本
人
と
そ
の
配
偶
者

■
支
給
額

①
補
償
金

　
本
人
：
１
５
０
０
万

円
・
配
偶
者
：
５
０
０
万
円

（
本
人
・
配
偶
者
死
亡
の
場
合
は

長
野
県
健
康
福
祉
部

疾
病
・
感
染
症
対
策
課

そ
の
遺
族
）

②
優
生
手
術
等
一
時
金

　
本
人
：
３
２
０
万
円

③
人
工
妊
娠
中
絶
一
時
金

　
本
人
：
２
０
０
万
円

■
請
求
期
限

　
令
和
12
年
１
月
16
日

※
詳
細
は
左
記
窓
口
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
・
相
談
窓
口

　
長
野
県
庁
（
本
館
４
階
）

旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等
受
付
・

相
談
窓
口

（
健
康
福
祉
部

　
疾
病
・
感
染
症

対
策
課
）

■
受
付
時
間

　
平
日
８
：

30
～
17
：

15

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
電
話

　
０
２
６

−

２
３
５

−

７
１
４
３

■
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
２
６

−

２
３
５

−

７
１
７
０

■
メ
ー
ル

y
u

-so
d

a
n

@
p
re

f.n
a
g

a
n

o
.lg

.jp

（
専
用
）
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【 日　 時】　 毎月第１・ 第３ 月曜日
　 　 　 　 　 　 17： 15～19： 00

【 場　 所】　 役場窓口係
　　　　　　　　　　　　（ 正面玄関から入ってください）

【 取扱業務】
　 ◎戸籍・ 住民票・ その他諸証明の発行　 　
　 ◎印鑑登録
　 ◎マイ ナンバーカ ード 申請
※転出・ 転入・ 保健切替等の異動手続き

は行えません。

コ ンビニで「 住民票」と「 印鑑証明」を取

得できます。ぜひご利用く ださ い。

【 必要なも の】

　・ マイ ナンバーカ ード

　・ 数字４ 桁のパスワード

【 利用可能時間】

　 6:30〜23:00（ 土日祝日も 可能）

今月末が納期の主な税・ 料金は・ ・ ・今月の納税・ 口座振替日等のお 知ら せ

税務会計課税務係　 ☎35－9051

口座振替日　 ８ 月２５日（ 月） 区費等納入日　 ８ 月２７日（ 水）

納　 期　 限　 ９ 月 １ 日（ 月） 再 振 替 日　 ９ 月１０日（ 水）

　 夜間窓口について

税務会計課窓口係　 ☎35－9059

令和６年度
「 税に関するポスター」入選作品

この作品は
みなみ信州農業協同組合長賞です

「
い
き
も
の
の
森
」

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

　
わ
た
し
た
ち
の
周
り
は
、
人
間

や
動
物
、
植
物
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
「
い
き
も
の
」
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
本
展
で
は
、
大
曽
根
俊
輔
、

岡
江
真
一
郎
、
田
中
彰
、
冨
岡
奈

津
江
、
富
田
菜
摘
、
ミ
ロ
コ
マ
チ

コ
に
よ
る
、
立
体
、
イ
ラ
ス
ト
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
様
々
な

方
法
で
表
現
さ
れ
た
「
い
き
も
の
」

た
ち
が
登
場
し
ま
す
。
い
き
も
の

の
森
に
入
り
、
い
き
も
の
が
住
む

世
界
を
探
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　
7
月
19
日
（
土
）
～
9
月
15
日

（
月
・
祝
）
9
：

00
～
17
：

00 

（
展

示
室
入
場
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

※
水
曜
日
休
館

■
場
所

　
長
野
県
立
美
術
館

　
展
示
室
１ 

・ 

２ 

・ 

３

■
観
覧
料

　
一
般
１
，
０
０
０
円
、
大
学
生
・

75
歳
以
上
８
０
０
円
、
高
校
生
以

下
又
は
18
歳
未
満
無
料

■
問
合
せ
先

　
長
野
県
立
美
術
館

　

☎
０
２
６

−

２
３
２

−

０
０
５
２

今月末が納期の主な税・ 料金は・ ・ ・ 豊
丘
北
小
学
校
６
年

　
野
々
口

　
晃
樹

　
さ
ん

村県民税
第 2 期

介護保険料
第５ 期

水道料金
６ ・ ７ 月分

国民健康保険税
第３ 期

後期高齢者医療保険料
第２ 期

　 コ ンビニ交付について

【 交付できるも の】

◎住民票

◎所得証明書

◎印鑑登録証明書

※あらかじめ業務時間中にお申し込みが

必要です。

※戸籍等は交付でき ません。

　 時間外交付について

長
野
県
立
美
術
館

技
術
専
門
校
「
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学
会
」
を
開
催
し
ま
す

　
県
内
の
各
技
術
専
門
校
で
は
、

も
の
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
や

入
校
を
検
討
し
て
い
る
方
を
対
象

に
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日

　
８
月
23
日
（
土
）

※
飯
田
技
術
専
門
校
の
場
合

■
内
容

　
体
験
実
習
、
授
業
見
学
な
ど

※
い
ず
れ
も
事
前
の
申
込
み
が
必

要
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

　
飯
田
技
術
専
門
校

☎
０
２
６
５

−

２
２

−

１
０
６
７

飯
田
技
術
専
門
校
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●編集・ 発行●

豊丘村役場総務課企画財政係

〒 399 − 3295　 長野県下伊那郡豊丘村大字神稲 3120 番地

電話 0265 − 35 − 3311（ 代表） ／ FAX0265 − 35 − 9065

ホームページ https://www.vil l .nagano-toyooka.l g.jp

電子メ ール info@vil l .nagano-toyooka.l g.jp

●人の動き●　 Ｒ ７ .８ .１ 現在（ 前月比）

人　 口： 6，456人（ − 13人）
　 男　： 3，223人（ − ５ 人）
　 女　： 3，233人（ − ８ 人）
世　 帯： 2，255戸（ − １ 戸）

住民異動届（ ７ 月中）

転入： ７人　 　  転出： １３人

出生： １ 人　 　 死亡： ８人

豊丘村ロゴマーク

■印刷／龍共印刷㈱

在籍園児数　 　 令和７年８ 月１日現在

未満児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計

北 保 育 園 27 15 20 13 75

中 央 保 育 園 31 19 30 28 108

南 保 育 園 18 12 10 10 50

合 計 76 46 60 51 233

と れたてのすいか　さ いこ 〜☆

ポッ プコ ーンおおき く なあれ !!

し んぶんぷーるであそんじゃお〜！！

にぎにぎ！ぎゅ っ ！　 たのし いな♪

にんじ んパンケーキ　 いただき まーす♡

https://www.vill.nagano-toyooka.lg.jp
mailto:info@vill.nagano-toyooka.lg.jp

